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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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○30年度実施内容
・農業近代化資金（農業経営の近代化を進めるために、必要な資金を農協などの融資機関が融資）に対する利子補給を
行った。
また、地域担い手育成総合支援協議会へ負担金を支出し、協議会で認定農業者等への研修会等を行った。
認定新規就農者に対して農業人材力強化総合支援事業補助金により支援を行った。
※新規就農・6次産業化講演会「農業って、ものすごく夢がある」
・開催日時：平成31年1月18日（金）第1部午後2時～、第2部午後3時～
・開催場所：尾張中央農業協同組合本店3階大会議室
・講演内容：第1部「年60日の営業で年収2,000万円　脱サラからの最強の農起業」
　　　　　　　第2部「未来へつなぐ　～いつまでも続いていける　人と環境に優しい農と暮らしを目指して～」
・参加人数：78名
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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 19 展開方向 1

予算区分 一般会計

農業経営基盤強化促進対策事業

令和２年度以降

款 0403 中大

～

地域活性化営業部

農政課

担当部

担当課

06　農林費
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４．総合評価
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維　持

事務事業評価による額

農業者支援、担い手の育成のため、継続的に支援を行うことが必要であるため、現状維持が望ましいと考え
る。
農業者からの農作業機械等購入に伴う融資等への相談も多いことから、国、県の農業制度資金等に関する
情報等を国、県、ＪＡと連携して農業者に周知していく。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

認定農業者数は目標達成には至らなかったものの、新規で1経営体が認定農業者となった。
利子補給の受給件数は受給終了となった対象者がおり減少した。
農業人材力強化総合支援事業補助金については、昨年度と同様であった。
また、ＪＡ尾張中央、春日井市、小牧市で組織する地域担い手育成総合支援協議会への負担金により、一
般市民を含め、認定農業者等への新規就農・6次産業化講演会を2部構成で開催することができた。
担い手の高齢化・後継者不足が深刻であり、認定農業者についても世代交代や若い経営体の新規認定を
増やしていくことが課題である。課題の解決に向けて、講演会をはじめ制度の周知や啓発を行っていく。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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